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                一 原   報

      酷 酸 繊 維 素皮 膜 製 造 及 び 紡 綜試 験(第4報)

          酷 酸 繊 維 素溶 液 の粘度、伸 綜 能

          力 及び 綜 の強 度 に 關す る観 察

                 喜  多  源  逸

                 増  田  周  三

                  (京都大學化學研究所)

 酷酸繊維素紡綜試験中の経験に依 り、伸綜能力   を機械 に取除け、測定の場合は白金線の1cm女

が粘度同様に紡綜上に大なる影響を與ふる事に著   はO.5・cmの 漂迄白金線を溶液中に装入し、機 械

目せ りo                     を上部 に蓮轄せ しめ綜の切れたる黙にて蓮轄を止

 1測 定 慧の 読明             めその上昇距離を見 る○それより1cm叉 は0・5cm

 (1)粘 度 試験管を取 り之に5cmの 長さの標  を引き綜の長さεなすな り○試験中アセ トンの蒸

をつけ、之 に酷酸緻維素溶液を充 し、上部 よリス  磯 を防 ぐ爲試験管のロ孔は硝子棒の上下 し得 る範

・… ボー・・(直径 遺一吋、重量 …9)旛 球せ 圃に護灘 巌 くなり・齢 線を蔽 に搬 後試

しめ、下部の5cn、 の問を通過 するに要する時間  料の液面の水卒になる迄待 ち後試験す。機械の上

を測定せり。 この時聞にて粘度を示す。測定中ア  昇速度は10cm/1磐 秒なり○

セ トンの蒸嚢を防 ぐo               (3)紡 綜法及び綜の性質試験 之は著 者 等の

 (2)伸 綜能力(Fadenziehende F翫higkeit)之 實験(工業化學雑誌・31・ 739)第3報 ざ同様なりo

は溶液の綿 伏に引張 り得 る度合なり0極 細き硝子   II粘 度 と伸 練 能 力との關 係

棒を溶液の表面に接燭せ しめ、硝子棒を上方に上   (A)濃 度の 差異 に依 る酷酸 繊維 素 アセ

ぐる時溶液が綜を引 く長 さを以て測 り得 るなりo      l・ン溶 液 の粘 度 と挿綜能 力

我等はこの測定に別圖の如き機械 を 用 ひた り。   (の 8ayer製 品の例 猫逸Bayer會 就製の酷

圓盤の廻轄数に依 りi速度を3種 に憂へ得o試 料は  酸繊維素をアセ トンに溶解せ しめ5%よ り 45%

試験管に入れ30℃ の恒温槽に30分 以上静置せ  迄作 りその伸綜能力を見る。以下表中挿懸能力A

る後試験をなすo直 径0・5mmの 白金線に1cm,  は白金線1cm沈 入の揚合・Bは0・ ⑳m沈 入の

0・5cmの 標を附け、之を硝子棒の先端 に融著 し之   揚合な りo
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              Fadenzlehende Fahigkeit(測 定 装 置)

     モー ターの運轄により、(1)の 軸 を動か・し、(2)の 圓板を廻榑せしむ、軸(3)の 廻傳を歯車(4)

    に傳ふ。 クラツチ(5)の 上下に依 り(4)の 廻 韓を(6)の ス クリウに傳へ之を上 方に或は下 方に

    廻鯨 せしめ、或は休止せしむ。荷(8)の 位 置を攣へ、(2)の 圓板を3種 の速度に攣更 し得。(7)の
    先端 に硝子棒を装入 す るなり、(9)に 目盛 を附し綜の長さを張むo本 装置は菊川教授の考案による

    ものにして(京 都山科精コニ所製)學 士院の研究補助費 を使用せ り其等の厚意に封 し感謝す○
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                  第   1  表

濃度(%)5 7.5 10 ユ2.5 15 17.5 20 21 22 23 24 25 30 35 4⑪ 45

辮1詔 ・"ll:紹:ll:1 1'552'1 2'55&1a37唄Ol:;1:ll:罰:1

粘度(秒)瀦 定采嘉1菩 ・9・ 号14269354・ ・8…5号 ・・・… 齪 不・・

                  第  1  圖(Bayer製 品)
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 上記の結果を圖に示すε第1圖 の如 しo圖 を見    第2圖 に圖示すo

るε明かなる如 くある程度迄粘度の壇加 ε共に伸           第2圖(佛 國製品)

懸能力 も増加するも、伸綜能力は濃度が著 しく壇 "甜
                      勲  4

加するε却つて減少するなりo普通紡綜に適す濃 」・」               /
                      ヨひ                                            ロノ

度20%の 邊 より粘度 も急 に檜 し且伸綜能力 も急            ,二5ク づ一                      Ioノ           
,__'rる 一

に大 εなる。然 るに紡綜 困難 な る30%泌 上 にて o物.'一'"瘡 艦 三ラ琵ニジ際 ≡ 2。 。2、 。.

絃粘度高きに關 らす伸綜能 力少 なりoかyる 貼を

鑑み、時。、に㈱ 旨力が辮 上に一大影襲 な (c)躰 郷 の例

すこεを認め得るなりo                   第3表

 (b) 佛國製品の例 (a)の 揚合ご伺様になし   濃度(%)  ユ5 17"5  20 22'5  25

試鵬      鰍1::ll:1翻::1:1
        第2表                   4  3  4  1                        粘度(秒)  3

・0  5す  10万  i8写  29す

 濃 度(%)  12.5    15   17.5    20   22.5    25

繍儲::!1:1鵬;:fl:1に 筆碁買:鷺諜 錨露徽 薯
      3          3   4

 粘度(秒) 1苫  3・0  (}・0 9写  16万 29・0   者等の試験 したるなり。
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         第3圖(日 本製品)           第4圖B(熟 成8日)
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 (d) 自製品の例                        何れ
の製品にて も紡綜は12・5%よ りな し得 る

 當教室製品、加水熟成7日 及び8日 の物に就 き                        
も、12・5%に ては可成困難にて、矢張 り伸綜能力

同 じく試験すo酷 酸化13℃ にて1日 、加水熟成                       
の急に増加する15%邊 よりの方、紡綜に適するを

20℃ にて製 したるものにして、 酷酸慣7日 のが
                       見るoか く上記種々の揚合の結果を綜合 して見 る
54.00,8日 のが53.40な りo
                       ざ、容易に紡綜 し得 る範園内にては粘度の潜すに
      第4表A 熟成7日
                       從ひ伸綜能力 も曾加するを見 る◎叉 この範園内に
 濃度(%) 5   7.5   10  12.5   15  17.5   19  20

辮含∴:鵠:瀧:1!:1灘 謙 驚灘禦1鑛 藁
粘度(秒 ・一 ・警1・ ・2・葺 一 一 一一一一一 品1・就 て鰍 に第 ・報e・てL・・N一た り・B・y・・蜘

                       に就きても試験せしに同様の結果を得たりo
 第4圖Aに 圖示すo
                         (B)濃 度 を同一になして アセ トンに他、

        第燗A㈱7印    の翻 蝦 じたる揚合、粘度、伸
                     メ

期     ノ ノ   綿 力嬬 の撚 の關係
・・補        /" _一/
・・ヨ     ///    (・)心 カレの揚合 第躍 辮 試験ε同様佛

鰐  〆ノ/  騰 ・て試馳
       ,'一 ゲ

 o"5%一 『秀 …"〃 v2s /5 /7∫ ノFpo     第5表

                        ベ ンゾルの%0   5  10  15  20

_、 ∴ 航 醗 ㌦P、 。 蹴}:1}:習:一:1}:;
                              1    3    2    3

響{1∴:11:罪:ll:聴:鵬 響 獄 鎧 繭 灘
       3  2
鞭(秒)-2999 28・0一 一 ㎜ 一 第

、圖咽 示す。圖に朋 如 く綜の強 さ,伸 綜

 第4圖Bに 圖示す。           能 力はAの 揚合にては割合によく比 例せるを見
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る015%以 上にては粘度増加す る も伸綜能力小          第 7表

llこ    {禦lil-i l

紳 嶋:圖   繍{ll:ll:1::l
a9                        粘 度 (秒)   34,0   45,0    -

a8505   『 tt                   綜 の強さ(g/d)   0,95    0.87    0.93

幽 筆=一 江二=士 こ よ= … 一  第 咽 に圖示す。この揚合・加 一・5%、v・"

 ノ0 ノ                        ロ隔 ㍗騨

   o% ・5  〃へ.』 凌「・ つ〃 ・      第7圖

       ざンゾンレ砦            復 秒 ぴ
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                        t・・a505                          ._.,・圃

(b)。 加 → 。暢 合     P"-R  ζニ ニ ニニニニニー一一
                         か  ズ

        第6表      "o・ 一 細 。f% `!。 …' ,s
                               ヘン勇レ i5        ノク          ⊂琴

 ア ル コ瞬 ルの%0  5  10  15  20  25

蹴1:胃::1:ll:貿:罰:1沸 ・5%嚇 纏 ・・㈱ 能力・蠣
       1               せざるも、之は粘度が影 響 を與 へ居る爲S見 ら粘度(秒)28925

・031・01E'9・0秒一 一

綜の彊さ(9/d)- O.740.7cO.860.・q.・O 一   るo帥 ち前實験結果に於て見たるが如 く粘度の増

       一 一 〇・720・820・760・66  加S共 に伸縣能力は檜加するものなれば、略同一

 第6圖 に圖示すo前 の揚合ε同様綜の強 さざ伸  伸縣能力を有する二つの異粘度の溶液を比較する

縣能力はよく蛇行す。             時、高粘度の方が低粘度の ものより綜の強 さ弱 し

                        ミ推測 され得べ しo

        第 6 置i(アルコ筒ノレ)                     '                         (d)水の揚合

溜 £1 .、 『 』 『x    第 ・ 表
o'" fO 51  

....一∠....-d.一 一一H"'"S-N.    水 の%  0  5  10

∵ 霧孝1 ,lilll;;ll:llS]ll"2s'2e'ef.le欝{含}:l l:1::1
   触 アノUP一ノu%     12

                         粘 度(秒) 2雪  3㌧  一

                         縣 の強さ(g/d)  O.84    0.91    0,9(〉

 (の ベ ンゾル・アル コール混合の揚合       第8圖 に圖示す。
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        第8圖  (水)         第9圖 に圖示すo

姦ザ伽                            第9圖
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 (e) ロダンカル シウムを入れたる揚合 7gの      o%  25   8   75  /o

ロダンヵル シウムを15ccの 水 に溶か し20ccの 溶

液 εなし、之をアセbン に封 し次の如 く加へ試験   以 上総 て の 揚 合 を観 る に Fadenziehende

せ りo日 本製 品を用ふo             F5higkeitは 大醐或程度迄粘度ε共に増 加するも

        第 9表           のなりo縣 は一一・・■見粘度高きものより強きもの得 ら

・縮 鰐 ・ ・2
.557.… る如 く思はるも纈 融 こも洲 まら袖den

  A    2'1 2'0 1・9 1・6 0・8   ziehende F蕊higkei七 之 に相當 して上昇せ ざるか或

  B     1'5 1'5 1'1 1●1 0●5   は却 て減 少す る揚合 は張 き縣を與へす。

粘 度(秒)29去47・ ・ 一 一 一

 蒜 の強さ(9/d) O.68 0.56 0.43 紡綜不能          (昭和3年11月9日 受理)


